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シルバー «|«S K — 102 型 をお » い 
あげいた だき， i ことに ありが とラ 
ございま した * 

'こ の シルバー « 機 SK— 102 型 は， 
全 発明 赏を受 * し た 当社 枝 術 
障が， その ffi 度な 術と， 多年に わ ; 
たる 研究の 成果 を ^集して SSttt し， 
さらに， 国家が 品 M を 保 する JIS 
( B 本 工業 玖 格） 表示 S チ可 (B9091- 
6757) の 当 工場が， コンペ アシス テ 
ム によって 生 遣した， 最 ft 級の デラ 
ッ クス繊 機で ござい; I す。 

すぐれた^ a の！ e (々は， 別項のと お 
りで ござい ますが， なかで も， とく 

に 自動«««» は， 6〜12針の^«1； 
がで &， 本 《 キヤ リジの ラッセ ルポ 
タン， 力 ムレ パー， ビック レハ' 一と 

の 組み合わせに よって， 何万考 S と い 
7«« が ffl 単に 》 める， 非常にす ぐ 
れた 性能 を そなえて おり ます。 
ピアノ I* 一本で « み 出せる やさ しい 
操作から はじ 《 り， どんな キ 8 様 《 で 
も お好み ど お り に 繊 める «作 にいた 

るまで， どなた にても m 車に 取り扱 
う こ とがで きます。 
しかも， 故 》 のない as 機 をモッ トー 
に， アフター サ一 ビス を 心掛けて 販 
充 いた してお り ま すの て， ご 安心し 
て お使いね がえ る も のと 存じます。 
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一 ト テンション 

« 梅 

ゆ テン シ 3 ン ガ ィ ド 



® 取 リクけ 金具 

®H ライバー 
⑦油 

®m 板 （o 〜十） 

續 (ト や) 
霍 (トぉ j 

M ゥ ッ シ （ 〗 〜3) 
^ゥ ッ シ （2〜3) 
ぬゥ ッ シ （1〜2) 
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ッ ビ 
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ジ 針 
き 糸 
針 （5 ね 
数 針 
リジ止 金具 
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ァノ線 

ァノ 》 (及） 



« 糸の たるみ を n 動的に ねる ために 《 います 0 

ォ— ト チン 5/ 霍：/ を 取り 

81 糸 をォ一 ト テン ン - ン ヘス ムースに 案內 する 

のに 使います o 

« 込み 》»• ビック 《*リ|1： げ 《•» 

穴 あき Rtt (などのと き、 -メ リ ヤス 針 を 
のに 使います。 

«« をチ— プルに ft りつけ ると きに 使います o 

ゾク スネジ の 取り はずしに 使います ♦ 

は W の T' 入れに 使います • 



« 込み 《«• 引！: げ 幅な どのと き、 メリ ヤスれ 
を する のに 使います ゥ 



を 柊して、 し らし f!> 穴 あき 《»• 

など をす るのに a います • 

メリ ヤス 編の 》H を *11 にす るのに 《 います • 
«fl を lh める ときな どに 使います * 

«n をと じる ときな どに 使います。 ， 

W て 》 と 本 《 を Wott すのに 使います • . 

« 換 W の メリ ヤス It り 

«ん だ «R を^す ものです。 

«w をし *5 とき， キヤ リジを lh める のに 使い 
ます。 

校は« などのと き、 メリ ヤス 針の ベラ を M いた 
り、 «« の T* 入れ を するとき に 使います々 

& き 糸 • ゾラン • W お • ゥヅン • タ '/ ビ • カギ 
針*予»針， ト ジ針 など をし ま 5 のに 使います や 

少ない B おの « み 出しに使います。 

多い HK の « み 出しに使います。 
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自動 模様 編 器 




セ レア一 ム 



レ— ルケ ィ ド 



° 。• © 



广 



8 針 カム お * 






ド レバ I 



セ レアい ム十 



1ィ ド カム 逸 針 カム 



% 



チェンジ カム 



SK- 



〇2 せの 特 筏 



画 



\ 等の 性能 を 持つ 自動 模様 繊 装置 ！ 1 

：、 6 〜は 針の はんいで 選 針で きます から、 何 万と いう 種類 

o 

プ セル ボタン、 カム レバ一 の 組み合わせ によって、 あら 

t にで きます o 

チェンジ レパ— によって、 とくに 迎^ 引 上け 换 様が 簡単に 

穴 あき 換樣 にも 使えます o 




I どなたに も 喜ばれる 《!* な 操作 法 | 

☆ ピアノ 線 1 本で、 « 単に 福み 出しが できます o 

☆ ダイアル を 合わせる だけで、 レース 糸から バルキー ヤーンまで、 楽に 編め 

ます 0 

☆ オート テン シ， ン によって、 初心者で も、 片手で SB 単に «め ます o 

| 便利な 機構と 優れた E 牢性 | 

☆ 特殊 カム 機構に よって、 どんな 秭》1 の紫材 でも、 無理な く 》 むこと がで き 

ます o 

☆ 特殊な 糸口で、 添 糸 « が簡舉 にで きます。 

众カ ムレ パー、 ラッセル ボタン、 ビブ クレパ 一は、 ハンドル を 持った まま 操 

作で きます。 ^ 

☆ 段 数 計 は、 3 ケ 所に 取りつ けられる ので 使 利です。 

☆ 間 逸って 操作した ときで も、 キヤ リジを 持ち あけて、 に 編 目 をな おす 

ことができます o 
☆ ハン ドルが、 折りた たみ 式に なって おります から、 便利です o 
☆ S ゾ板 は、 ステンレスに 特殊 加工 を Ife してあります から、 耐久力が： 

す 0 

☆ 機械 内部 は、 モルト プレンに よって 防音され ており ますから、 音が 静かで 

す o 

☆ 優れた デザイン は、 あなたの スタイル をい つそう 引き立た せる ことで し よ 

う o ケ 一 

特 許 200436 209219 270801 号 

登録 実用新案 475600 482924 504483 号 ほか 
登録 意匠 160001 161678 168530^ ほか 



に 機械の 組み立て としまう 

組み立てる W»f 2 



2 



3 



機械の 各部の はたらき 

(1) メ リ ヤス 》t 7 

(3) ラッセル ボタン 9 

(5) « 目 SWffi ダイアル …… 

メリ ヤス 編 

m « む w m h 

(3) « み 出 し U 

は） «S ゲージに ついて… 




U) ビ 



12) 糸 の 通 し 方 

(4) tn て 
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5 



自動 棋様編 《 

自動 t お 器の はたらき 

1=1 動^ 様 «K の 各 » の はたらき … 

(1) セレクト ダイ アル 26 (2) 

(3) 〃ィ ド レバ一 

^Wt55W«»S の 使い方 

a み 方の いろいろ 

(I) #] 通 し 編 19 

は) i*« 引上げ 編 24 

は） すべり 0 リ • 上げ 秦 …' 27 

i7) « 込み i7 さ WW 29 

(9) な わ 9k 32 

(II) 〃—ター « 35 
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ジ レ / 《― 
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U5) j£ 糸 94 

もし …… なら、 どうしょう 

m 

(2) 
(3) 



17 

19 

(2) 91 上 げ M 21 

(4) f ■/ ク 編 26 

16) W 込 み 28 

(8) W あき ffiftS 30 

(10) ゴ ム M *33 

08 ； Mil れ II の 地 tWW 35 

(14) 格子 t*« 37 

(1® 3 —ド W 3<1 



40 

メ リ ヤス >fr 力 (《UH したら ^40 

1111 逸え て 編んだら 40 

W んで いる 途中で キヤ り ジが かな く なったら 41 



(4) 
(5) 



た h 

で 糸が た るんだら 



B が^ 1 

« 地の は _ 

機械の 手入れと 保存… 

(It « つた あとの 手 人れ 

(2) 注 m 45 
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(3) «W» の 保存 法- 



•44 
45 



rmmm ■ w^t« の k 兮 



•46 




1. 組み立てる IS 序 

ケースの 取り手 を 向う側に して、 テ 

—ブル （編み ft) の 上に 置きます。 

① カバー を 取り はすし ます o 

«« の 左右に ついている (び 
じょう） を はずし、 側 板 (そくばん） を 
叫きます。 v f m、) 



I ケース カバ一 を 手前に 引いて はずし 

ます。 （9 真 2) 



ケース 力 パーの 內侧 に、 ピアノ 線 
'^お 各 1 本） • 糸 取 棒 • ォー ト テン 
'ン ， ン • アームが 入って おり ます 
(各 «の川 途は、 前 の 見開き ページ をお 
照して くださいん （军寓 3) 



ォ一ト テンション 



ーム 
\ 



ビア ノ« 




セ レアー 厶 セ レア一 ム ナツ 



糸 取 棒 



2 






^^^^ ^^^^^^^k 



付属品 箱を两 手で 持ち あげて 取 り 出 



します。 (^%4) 







付 K 品 箱の 中には 段 数 計 （だんす う け 

い） • 取りつ け 金 A • テン シ， ン ガイ 

ド* 自動 换棣 ffl 器 （じど 5 も, t う あみ 

き） *油， 付 S 品サッ ク • ブラス ドラ 

ィ パーが 入って おります （付 K 品の 用 
途は、 き ページ をお 照して くださ 

い" 

(D 機械 を テーブルに 取 リ つけます。 

(ケースの ^側に ゴ ムパ ツキ ン グが 

ついて おります から、 テーブルの 上 

に ほく だけで 《 めます )。 ] 

«« を 向 5 側に 持ち あげて、 取りつ 
け 金具の 》め つけ ネジの 顼を丸 穴に 
萑し 込み、 機械の 手前い ゥ ばいに 引 
き 寄せて、 固く 蹄め つけます。 

左右の 取 り つけ 金具 を 機械に つけて 
力、 ら、 テーブルに 取りつ けます。 

(写真 7) 



一 





④ キヤ リジを 組み立てます 



o 



ーム ナツ トを ゆるめて、 キ 

ャリジ 止 金具 を はずし ますと、 キヤ 

リジは 左右に 勦き ます。 ('«8) 



ハン ドル を 手前に おこします。 



キヤ リ ジ アーム を、 カバ一 J 
はずします。 キヤ リ ジの アーム ナツ 
トを ゆるめ、 アーム を 奥まで いつば 
いに はめて、 蹄め つけます o(9 真， 0J 



レバー を、 矢印の 方向に お 
します o (写真 11) 




ォ— ト テン シ， ンを糸 取 棒の 先端に 
差し込みます。 

テン シ， ン ガイ ドを糸 取 棒の 上部よ 

り^の 位置に 取りつ けます o (図 1め 



—し 搀械の 組み立て とし まい 方 



V 



；!) 段 数 計 を 取りつ けます o 

段 数 計 を 段 数計ク リ v ブ （3 か 所のう 



ち 都合の よい 位置） に 差し込みます o 



'つ 

段 数 計 は 999 ま で 数字が 出 るよう に 
なって います 。0 に 合わせる とき^、 t 
下の ケタん ら顕に 後の ツマ ミを 矢印 

の 方向に « わして ください o « みす 

ぎて！! t 字 を もどす 場合 は、 下の ケタ 
の ツマ ミ を、 矢印と 反対の 方向に 邂 

わして ください。 （9»13) 



一 ト テン シ 3 ンを 取りつ けます o 

糸 取 睐 を 取 付 穴に 立てます。 




r 



オート チン シ， ン 




え しまう 順序 

(T オート テンション を 格納 （かくのう） します。 
糸 取 棒 を、 糸 取 体 クリップに はめ込み、 次に オート テン シ^ン 止 板に 取りつ け 

ます。 

② キヤ リジを 固定し ます o 

アーム を、 キヤ リジ より 取り はずして カバーに 取りつ け、 キヤ リジの ハンドル 

• 段 数 計 レバー を 倒してから、 ミ ゾ 板の 右端に キヤ リジ止 金具で 固定し ます。 

CD 付属品 箱に 付属品 を 入れます。 

付属品 箱の底に、 のし かたの K がき ざまれ てあります から、 これにし たが 

つて 段 数 計 • 取りつ け 金 a • テン シ， ン ガイ ド • n 勒換據 お 器 '汕 入れ • ブラ 
ス ドライ パー、 その上に 付 k サッ ク をのせ （^w 5 «mK る: の 段 敉針ク リ ッ 
ヅに 付属品 箱の^ 面の くぼみ を一 致させて、 ミ ゾ 板の 上に 付 « お 箱 をのせ ます。 

④ カバー を かぶせます。 

取り はずした ときと 逆の 顒 序で、 ケース 力 パー を かぶせます。 



摘. M の 各 邻 の は たらさ 




A 位 置 キヤ リ ジを 操作しても、 メ リ ヤス 針 は 動きません （« めません ）<> 

B 位 （S …… キヤ リジを 操作した 場合、 カム レバーの 位置に よって、 編めたり、 
» めなかった りします (次 ページ カム レパ— 《 艇ん 

C 位 歡 …" キヤ リジを 操作した とき、 必ず 編めます o 

D 位 S …… キヤ リ ジを 操作した 場合、 ラ プ セル ボタンの 上下に よって、 編めた 
り、 編めなかった りします (9 ページ ラッセル ボタン 参照ん 



7 




力 ムレ パーに は、 攀 hi の 位置が あり、 その 位 a によって、 b 位 h の 針が、 編ん 

だり、 « まなかった りします。 (1917.18*19) 





④ 




キヤ リジを どちらに 動かしても、 » めます 0 



'カム レバー を 合わせた 方向に、 キヤ リジを 動かした^ 
合に は、 編めません。 

反対の 方向に 動かした 場合に は、 縮めます 0 



リジを どちらに 動かしても、 編めません。 （図 I9j 



2. 檨械の 各 部のに 



ん ラッセル ボタン ぷ 

ラッセル ボタンに は、 上下の 位 g が あり、 その上 下によ つて、 D 位 

んだ り、 褊 まなかったり しま 十。 

左右と も 上げる。 

キヤ リジを どちらに 動かしても ffl めません < 



2_ 



5. 



左右と も 下げる。 

キヤ リジを どちらに 動かしても « めます。 



'方 を 上げ 一方 を 下げる。 

下って いる ラプ セル ボタンの 方向に、 

ジを 勅 かした 場合に は、 » めます。 

上々 ている ラ プ セル ボタ ンの 方位に、 

ジを 動かした 場合に は、 a めないで、 
；こ 移動し ます。 



キ十 リ 

キヤ リ 
c 賺 



ん ビッ クレバー 

欠' 印の 反対 方向に «6 かして、 白 を 出した * 合と、 矢印の 方向に 勅 かして、 赤 を 出 
した 場合の 2 通りあります。 

ビプ ク^ をす o とき は、 赤 を 出します が、 （ほ 23) これ 以外 は 白 を 出します。 （肉2 め 
ビックの 場合 ビマク 以外の 塌合 ' 
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(あみめち よ うせつ） ダイ アル 

手 編の 場合 は、 毛糸の 太 さに よって 編 棒の 大小 を 使い わけます が 

ィ アルで 編 目の 大きさ を 謂 節します o 



、 ダ 




同じ 毛糸で も、 ダイアルの ほ 盛 

を 小さく すると、 固い 慼 じの 編 
地に なり、 目盛 を 大きく すると、 
ふん わり した やわらかい 編 地が 
でき、 寸法 もちが います o 例え 

ば、 3 の 目盛で、 60E1 100 段^ 
んで 15. 5cm x 19cm にな つ た 格 i 

100 段 »4 むと、 21cmx27cm に 
なります o (^真 25) 




J I S (日本:！: 萊 規格） による 毛 

糸の 太 さに 応じた 棵 ゆの ダイ ァ 
ル H 盛 は、 次のと おりです o 



毛糸の 太 さ 






m 糸 （レース 糸） 


0〜3 


中細 糸 | 


3 - 


-6 


並 太糸 


6- 




* 太糸 | 

ル 一プヤ一： /など J 


分〜 10 



(* 太 毛糸な どの 場合 は、 メ リャ 

ス針を 1 本お きに 使います 0 



メ リ ヤス 編 は、 編物の 基本になる 編み 方です。 編 機で は、 メリ ヤス 編 

の 裏目が 手前に 出ます。 編 目の 1 目 1 目 は、/ (逆 ハ） 型に なって おります 



I. 編む 準 




毛糸 は、 箱 か 籠の 中に ほぐして 人れ 

てお きます。 玉 巻きに します と、 毛 
糸が スムースに 出て こないで、 



に むらがで き、 きれいに » めません 

真 27) 




2. 糸の 通し 方 

① テン シ ， ン ガイ ドに糸 を 通します 0 

、 ォー ト テン ン ま ンに、 




セ 



リジの 糸口へ 通します o 



(？) メ リ ヤス 針 を、 編む 目 数 だけ B 位^ 
に 出します。 （写 KM) 



ャ リ ジを 次のように セプ ト します 

(¥-«32) 

カム レバー • 

セル ボタン 左右と も 下 



プ 



ビケク レバー 



白 



編み出し 



、 6 に 合わせ ま 



す 



糸 端 は 10〜20cm 残して 片手で 持ち、 

キヤ リジを 軽く 動かし ますと、 は m 

33) メ リ ヤス 針と シン 力に、 
互に かかります。 




CD 




ゆびで 押さえて、 キヤ リジを 進めて 
おきます。 f^>E34) ■ 




メ リ ヤス 針と シン 力の 間の 毛糸の 上 
に、 ピアノ 線 をお き、 



④ ビア ノ 線が 浮き あがらな いために、 

两 fift と 中間の メ リ ヤス 針 を、 1〜2 
本ず つ ピアノ 線の 上に 出して、 1 段 

» みます o (B36) 

(網み 出す S 数が 多い とき は、 ビア ノ線 
を 入れたら、 数 か所メ リ ヤス 針 を 出して、 
ビア/維 を 押さえます） 



⑥ そのまま キヤ リジを 左右に 動かして 
5〜6 段 編み、 ビア ノ線を 引き抜き 

(写 JC37) 




⑥ 後は キヤ リジを 左右に 動かす だけで 
メ リ ヤス 編が 描めます o (写 

⑦ キヤ リジを 操作 するとき は、 速坻に 
注^し、 平均に 流れる ように 操作し 
ます 。早 さは、 1 分 問に 30 段ぐ らい 
が 適当です o 
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5, 細目 ゲージに ついて 

« 目 ゲージ は 糸の 太 さ、 « 目、 また 纖む 人の 手 加 《 などに よって 変化し ますの 

で、 編物 をす る 場合 は、 必ず その 使用 毛糸で k (ため） し 》 をし なければ なり ませ 

んゃ 試し » は、 60S 60 段ぐ らいが 圾 適で、 その 中 ほどの 10cm 平方の 目 数と 段 数 
る 数えます 。編 地 は一 昼夜お いてから、 縮 目 ゲージ をと るの が 理想です が、 もし 
時閒 をお かずに とる 場合 は、 手で 軽く もんでから、 平らな ところに 広げて とりま 

す 0 

編 目 ゲージ は、 端数の 切り捨て • 切り上げ をせ ず、 端数の ある ままで 実物の 計箕 
をし ます o 編 目 ゲージに 誤差が あると、 できあがり 製品の 寸法が 違って きます か 
ら、 注意して ください。 



4. 捨(す> て 》 

捨て 編 は、 最初から 本 編の 糸で 攝 むと、 1 段 目の 編 目が くずれ やすくて、 あとの 
始末が よくで きません から、 捨て 糸で 5〜6 段 編んで から、 抜き糸で 1 段 編み、 
それから 本 編の 糸で 編みます。 

« みは じめ の S から 逆に « んだ り 、 




はぎ 合わせたり、 伏せ 目 をしたり する 坳合 は、 
抜き糸の 上の 本 « の 1 段 目 を 拾います と、 B も 

拾い やすく、 aiii もき れいに 仕上がります 0 

あとで 抜き糸 を 引きます と、 桷て 編は簡 ill に 離 

れ ます o 

« み 終わり も、 枘て 《4 で 5〜 6 段 ft! んで 機械 か 
ら はずし ますと 使 利です。 
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n 動 模様 編 器 は、 引上げ 模様、 ビック 編、 緇 込み 換様、 穴 あき 模様な 
どのと きに、 メ リ ヤス 針 を 自動的に 必要な 場所に ならべます。 

6〜 12 針の はんいの 組み合わせで、 数千 種 もの 模様 編に 使えます。 と 
くに 迚統 引上げ 模樣編 は、 シルバー 独特の ものです。 



自動 模様 編 器の はたらき 



、 D 位 ffl に 出した メリ ヤス 針から、 左側へ セレクト ダイアル を 合 

わせた ft 宇と m じ 本数の メ リ ヤス 針 を、 d 位 h に 出す ものです。 

例えば、 いま セレクト ダイアル を 8; こ 合わせた とします。 B 位 K に 出て いる メ 

リ ヤス 針のう ち、 どれ か 1 本 を d 位 e に 出し、 自動 換拔ぉ 器 を、 右から 左へ 操 

作し ますと、 D 位 派に 出した メリ ヤス 針から、 8 本 目の メリ ヤス 針が、 また、 
その メ リ ヤス 針から 8 本 目の メ リ ヤス 針が …"- という よ うにして、 頗に 8 本 ご 
とに D 位 g に 出て きます。 （図 40) 



oai から 8x2*8 
\ 



O 印から 8 本 目 
/ 



O 




自 の 》 作で d 位 s に 出る 



« 初に DI2» に 出す 



もし、 メリ ヤス 針 を、 2 本 D 位 E に 出した としても、 展 初の D 位置の メリ ヤス 
針 （〇 印） から 8 本 目、 次に 2 本 目 （x 印） のメ リ ヤス 針から 8 本 目と いうよ 
うに、 照に D 位置に 出て きます。 (H41) 




したがって、 1 換據に 相当す る 数の メリ ヤス 針 を、 D は 时と B 位 (迚抉 引上げ 
のとき は C 位置） になら ベ、 f:! ft! 換拔 fti 器 を 右から 左へ 操作 すれば、 全 fflS の 
メ リ ヤス 針 を、 換據を « むのに 必' 皮 な 位 K になら ベる ことができます 0 
1 拟拔 が、 メリ ヤス 針 6 本より 少ない とき は、 その 2 倍、 または 3 倍に セレク 
ト ダイアル を 合わせ、 その 数 だけ メ リ ヤス 針 を D 位置と B 位置 （C 位 it) にな 

ら ベます o 

自勛検 様 《 器の 各部の はたらき 
セレク ト ダイアル 




a もうと する 換 様が、 H 本の メリ ヤス 針で 稱成 
されて いるかに よって、 その メリ ヤス 針の 本数 
と 同じに、 セレクト ダイアルの 目盛 を | に 合わ 

せます 0 m(42) 



2. チェンジ レバー 

チュン ジ レバー を 手前に 動かして B の 文字に、 向う 伢 へ 動かして C の 文字に 含 i 

せた 位置と があります。 



B …… 逸 針され た メリ ヤス 針 は、 B 位置と D 位置に な 



C 



□ 

B 



C 



ら びます 



□ 

I C …一 逸 針され た メリ ヤス 針 は、 C 位 IS と D 位 IS にな 
B ら びます o (W44) 



5. ガイ ドレ パー 




— 、 
レ 



^分 的に 換拔を 入れる ときに 使います。 fW45) 



自動 接 様 編 器の 使い方 




レア一 ムを カバーから はずし、 



換拔 ffi 器に いつば いに^し 込み、 セレ 
ナツ トを» めつ けます。 (V^46) 

は 編もうと する 换钹 にしたがって、 セレ 

ク ト ダイアル を 6〜12 のい ずれ かに 舍 
わせます。 
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③ チ 1 ンジ レバー を、 迚続 引上げ 換様 

は C に、 そのほかの 場合 は、 B に 合 
わせます 0 

④ 編もうと する 校據 にしたがって、 右 
端より 換 様の メ リ ヤス 針 を D 位僦に 
出します。 



® ほ 動 校 様 編 器 を、 ミゾ 板の 上に のせ 
て、 右から 左に 軽く 動かし ますと、 
自動的に 逸 針され ます 0 (军真 48) 



地の 途中から iifi 針したい とき は、 

« 針す る ffi 分のお 端 か P ク 1 拟様 D 位 

ほに 出して、 n 觔校拔 編^ を 右から 
左に 操作し ます。 は/ 真《> 

®ai 地の 途中まで 逸 針したい とき は、 
迸 針す る 部分の 左端に ri 動 校據^ 器 
がきた とき、 ガイ ドレ パー を ゆび 先 
で 手前に 引いた まま 勅 かします。 

"力' ま,, 



ゾ 板から はずして おきます。 



メリ^ 
動 皎様編 器 を、 

すと、 メ リ 
できます。 



v-tn 少 



li さないで 



から 左へ 1 操作 
ベラ を 開く こ 
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ffi み 逸み 




i. 引返し a ， 

« 地 は、 斜練ゃ カーブ を、 布地の ように 救 
断で きません から、 引返し 纏で します 0 メ 
リ ヤス 針の 位置と ラ ッ セル ボタンに よって 
引返し s は 簡^に できます 0 



«み 残す 引返し 編 



<本《 キ f リジ > (H52) 







力 ムレ ✓ 《― 






ん 


ラ プ セル ボタン 


左右と も 上 



ビプク レ パー 



白 




• ® 

111 _ 




① キヤ リジ のない 側の ffi まな 
い 針 を、 d 位 a に 出して、 

1 段 編みます （B 位 H の 針 は 
- « めて、 D 位 B の 針 は 《 め ま 

せんん (H53) 

(D^ が 明かない ように、 編み 終わった fifll りの メ 
リ ヤス 針の ス テムに、 下から 糸 を 掛けます。 




りの 針に 糸 を かけて、 



■tint 





⑨ 



⑥ 4 段 S を 編みます。 

これで 2 回 B の 引返し 編が で 

きます o 

(7) 好みの リ I 返し 編が できたら、 
扱 後に、 進行 前方の ラッセル 
ボタン を 下げて、 1 段 編み ま 

すと、 （冈 59) B 位 fit の 針 も、 
D 位置の 針 も 全 fiBfij めます o 



績み 進む 引返し 《 



















lit 



ぐ 本 機 キヤ リジ > (W60) 

力 ムレ ノ-— • 

ラ プ セル ボタン 左右と も 上 



ビック レパ— 




白 

① キヤ リジの ある 側の 
ftj むメ リ ヤス 針 を、 
、おき、 他の メ リ ヤス 
部 D 位置に 出して、 

ます o 



、ん PC に 



、 全 



② 編み 終わった W りの メ リ ヤス 針の ス テムの 下から 糸 
を かけて、 （W62) 



一 み 方の いろいろ一 




2 V2 



T 

」 ""， 



(S, ③ 213： 目 を 編む と、 1 回の 引返 

@ し 《 が できます o 





し 4 次; 二、 編み 進む メリ ヤス 針 を 

C 位 g に 押し もどして、 

目 を IB みます o (raw) 
» りの 針に 糸 を かけて、 4 
目 を 編みます。 これ を 好みの 

回数 だけく り 返します o 

'ム 引上げ 編 

引 上け 《の《 合、 ゲージと の 閥 W に 適した 段 数 を えらびます。 
(引上げる 《 目の にたいする 设数が 多すぎる と、 目が 3 き、 目 はずれになります） 

々リ ジ〉 (M65) 



=□ 一 











ラブ セル ボタン 

ビプク レバ一 

ぐ 自動 横様 钃 《t> 

チェ 



左右と も 上 
白 

B 



例 1 ： W 上げ 地 模様 




1 tl ほ 



8 

(1 校據 8) 

メリ ヤス 編 3 段 
引 上け 編 3 段 







••MM <S> 















0)3 段 編みます 



o 



^^山 OQQ0000OD 

目 iiiQ 

oiioiD 

ii 匪 DCS 

iooii 

0E50000000B 
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② 右から む 8 番目の 針 を、 D 位 
S に 出して、 15 動 校' 1 ^想 9 
(図 68) 




(B 位 B の 針 は 《 めて、 D 位 (S の 
針 は « めないで、 糸が 上に かか 
ります） 




® (0 進行 抑 方の ラッセル ボタン を 

, 霸,, @ 下け て、 3 段 緩みます。 



<B) iiiiiniiiiiii ■■■ i i^^fl 



_® • ■ ■ 




®« 目 «S 兮 0 にしたがって、 お 
から 2 • 6 * II の 針 を D 位め: 
に 出して、 自勅拟 ^編 iiS で 逃 
針し ます。 (18171) 

⑥ ラ プ セル ボタン を 上げて 
④ をく り 返します o (図 72> 

⑦ 進行 前方の ラ /セル ボタン を 
下げて、 3 段 編みます。 



例 2: 引上げ E 色 構 様 

■ 帶" …"一…" 





A— 地 糸 
B — 配色 糸 
セレクト ダイ アル 

7 

メリ ヤス 編 2 段 
引上げ 編 2 段 




-おみ 方の いろいろ一 





=0 - 

^ ヽ 


、 ,瞧" 

ビ V_ J 


IIIIIIIIUIIIHI ® 












謹 


Oft 





② 右から 4 番目の 針 を、 D 位 1 

に 出して、 

針し ます o 



75, 




- 、、、 



(D 地 糸 を 糸口より はずし、 糸の 
ある « の 糸 かけに かけて、 休 

ませて おきます。 （??议76) 



④ Rfc 糸 を、 糸口に ilfi して 2 段 
« みます o (W77)(B 位 H の 針 
は 細めて、 DteH の 針 は 編めな 
いで、 糸が しにかかります） 



お 



® 




ら はずし 
て、 地 糸 を 糸口に 入れ、 進行 
前方の ラ プ セル ボタン を 下げ 
て、 2 段编 みます。 



おって (逸 針す る 針の 位 E が 前と 変わります)、 まで をく り 返 



します 



o 



例 3: 引上げ 地 模様 





⑧ 1 秧編 みま i 

の 針 は 《 めて、 
めないで、 糸が. I： にか かり、 
位置に 下がります） 



C 



4 1 段 « みます。 (ISJ82) (Bf*IK 

の 針 も、 c 位 匿の 針 も w めて、 

B 位 K に もどります） 



力) 編 H おせ きにしたがって、 （2— :4 をく り 返します 0 
& 連統 引上げ 編 







ぐ 本 機 キヤ リジ >(H83) 




=a ， 




力 ムレ ✓ 〈一 






) 5 


ラ プ セル ボタン 


左右と も 上 


ビグ クレ z く 一 


白 




HOI 


< 自動 横様 》IS> 








チェンジ レノ く一 










■ 



例 I： 連統 引上げ 地 模様 



セレクト ダイアル 



メリ ヤス 編 1 段 
引上げ 編 1 段 




7 ヅセ/ レ ォ， タ ン 

を、 巡行 前 力-を 
に、 お 方 を 下 f 
すると、 ラッセ 

ル； K タン 

(75) しないで， 
リ^ 行ない ま 



① 1 段^み ます。 

® 右から〗 • 2 の 針 を、 
に 出して ig 針し ます 




OS 
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一ん 編み-力の いろいろ- 




iu 



aaii nnniirnnaiijuai 

UU 丄 miUADOUUJElO 
Hi 麗 ■ 眉 ■■■■ 疆雷讚 ill 重 ■ 冒漏麗 ■ 匿麗！ 

mmfDDQuauciuuD 画 




セレク ト ダイアル 
—- 8 
引 上け 編 



地 糸と 配色 糸 を、 2 段 ごと; こ 変える ほか は、 



1 «u 



セレクト 



引 上け お 



—— ：1〕 編 糸で 1 段お みます o 

② 右から 4 • 8 番目の 針 を、 D 

^ 位置に 出して、 r は カ換栊 編お 

り で遷 針し ます。 (K85) 
一 ⑧ そのまま 1段《 みます o 




(H86) (Ctt 匿の 針 は 編めて、 B 
位置に もどり、 D 位置の 針 は ftj 
めないで、 糸が 上に かかり ます) 



一 （も逸 行 後方 ラッセル ボタン を 下 

げて lSfii みます。 (\m7) (c 

― 位置の «は« めて、 D 位 敉 の 針 
® は 編めないで、 糸が 上に かかり、 
C 位 B に 下ります J 

おひ にしたがって <2>~ 

4 をく り 返します 08 針 は （W 

^ 88) のように 行ないます ) 0 




例 2: 連続 配色 引上げ 模様 





ん ビ ッ ク 編 




V ⑨ 



ぐ 本 》 キヤ リジ〉 

力 ムレ ✓ く 一 

ラ サ セル ボ タ ン 
ビプ クレ ノ、一 

く 自動 模様 緩 器 > 

チェンジ レメ く — 



II (左右 どちらで もよ い 

左お とも 下 
赤 

B 



例： ビマク 地 模様 



'o、 ず 

にず^ v ゆ /0U 




Iflllflil Olilflilnl'l-I 

inrmx 1 1* i! n im 1 n i 1 丄 

^^ffii ffl 隱 キ 

Ht ill II il l riT T 




ft 
， 

B 
，， 



セレクト ダイ アル 



6 



ビッ ク 



■•■ • 



® 力 ムレ パー を 参に して、 
^みます。 




® 



ら ぃ3'5 番 B の 針 を、 
D 位置に 出して、 自勑 換跺^ 
器で 逸 針し ます。 




ムレ ノ、— 



編みます 



o 



、 1 段 編み 

ます o (図 95) 
' ~ ® 攝目 記号 図に したがって ®~ 

④ まで をく り 返します。 
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— 5. « み 方の いろいろ一 



5. すべり 目 引上げ 編 




キヤ リジ > 



ラ プ セル ボタン 
ビヅク レバー 



チェン- ン レバ— 



例い す ベリ 目 引上げ 地 模様 



左右と も 下 
白 

B 




ltd 



IT1[1] 口 OOOCKTlfTOO 口。。 IB 

urimnnnauinmcaacjnm 
aurirnQQaaurimaoaas 
caoui'im に oooui'imoou 
pasftii f innaaac3Ui*imaa 
□aaauiumasBauuimg 
o 口 cacimi juaaaamnua 
□□srr;riiiacaQT.i tuau 
oomriuaaaQ^iiJuaaa 
omriijaaDamitiuBBBa 
tniTjusaaQiniTiucsaaaa 
uu 口 so 口 ouuocaca ロロ d 
[DiiiQmfEDnaDaaaDDH 



□am 



ク ト ダイアル 
7 



ムレ パ一 を 拿に して、 1 段 « みます 0 




ら 1 • 2 • 3 • 4 • 5 の 
針 を、 D 位 H に 出して、 逸 針 

します o 




ムレ パー を II にして、 

» みます o (図 99) (D 位 H の 針 
は « めて、 B 位 B の 針 は 親め な 

いで、 すべり B になります )<> 



④編 S 記号 図に したがって、 ®~(D をく り 返します。 



： E 色す ベリ 目 引上げ 模様 




■i，ii 



地 糸と ffi 色糸 は、 2 段 ごとに とりかえます。 
fid 色糸 は、 各 段 ごとに 通 針し ます。 



6. . 



込 み 




例 ： S 形 《 込み 植様 



<本《 キヤ リジ > (6 



ラ プ セル ボタ 
ビプク レバ— 
ぐ S 勸柵 》編ぉ> 



ハ ― 



® 
丄 




に 出して 逸 針し ます 0 




瞧 



tmaa 



B 
A 
B 
A 
B 
A 



A —地 糸 

カム レメ く — 

B— 配 & 糸 

カム レバ— 

セレクト ダイアル 

8 

引上げ 編 2 段 
メ リ ヤス ftnl 2 段 



麵 



お 右と も 下 
白 



B 





iiuudiiuo^duuu 
^aUDDOQannnnn 



x 

セレク 



ダイアル 

8 



r 




な-, い？ ？べ い 
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s み 方の いろいろ- 
へ 糸口から 



はずします 






"Ml, 


醫 £) 獵 










し 

で、 もとの 位 H に もどします 

(W105) 

④ おから 1 • 2 • 3 • 4 • 6 • 
7 の 針 を、 D 位置に 出して » 
針し、 （M106) 




一 5 地 糸で 1 秧 みます o 



編 込み 浮き 模様 




ぐ 本 機 キヤ リジ > 

カム レイ、— 

ラ プ セル ボ タ ン 
ビプ ク レハ一 



{ 



チェンジ レバー 



左右と も 下 
白 



例： ダイヤ 浮き 検樺 



® 地 糸で も、 ftiei 糸で も、 おみ はじめが、 で 
ない w 介 は、 w りの 針の ス テムの 「か り 糸 を か 

けて、 ttl み もどります。 （W108) 

(地 と 配 色糸との nn に、 穴が あかない ため） 

お婦 きにしたがって、 （D "^をく り 返し ま 

す。 
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<B> IMHillllllllMllH € =^ t 





② 右から ほの 針 を、 D 冊 

に 出し、 rmii) 
⑧逸 針した のち、 カム レバー を 

H にして、 flt! 色糸で 1 段^み 

ます o (H112J (必ず フプ クの屮 
に、 糸が 入って いる こと j 

糸 を はずし、 キヤ リジは 
そのまま ゃ迎 しで、 もとの 位 

おに もどし、 （RIU3) 

カム レバー を 拿に して、 地 糸 

で 1 段 《 みます。 （wn め 
⑥纏 目記兮 図に したがって ② 一 
り 返します 0 



穴 あ efe 磯 （ ゥッシ を 使います） 




ぐ 本《 キヤ リジ > 

メ リ ヤス ffl と问 じに セ ッ ト します 



ぐ 自》» 嫌續 S> 



チェンジ レイく一 



B 



—5- 網み 方 <b いろいろ一 



例： 穴 あき 模様 




セレクト ダイアル 
10 



⑩ 



© urn 


葡 ■ 

1 s 


Q8 







みます o 
® 右から 5 • 7* 目 

位 g に 出して、 as 




③ 逸 針され た D 位 派の 針の フ ッ クに 

穴 を かけ、 (BH8) 




の 針 を、 D 
針し ます o 



、 ゥッ' ンの 



メ リ ヤス 針 を 押し もどす と、 a^s は ゥッシ に 

移ります から、 Wi») 



I にしたがって、 編 目の かかった ゥ 
ッシの 穴 を、 » りの メリ ヤス 針の フ ッ ク にか 
け、 編 目 を メリ ヤス 針に 移します。 




i 
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例 2: 穴 あき 模様 




2,1 " 3 ト I のゥ ッシを 使い、 ftili を M 時に 柊 勤 させて、 穴 あき 拟拔を 作ります。 



9. なわ * 




サ 



メリ ヤス 《と1'4 じに セ'， 卜します。 



例： 6 目の なわ 編 
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一 5* IS み 方の いろいろ 一 





iinunsnanDEzi 

cimiiiim 

： r さ 一 cnmuum 



inBUiiuininQnnou m 

■■■o 國 層匿麗 i 霧薩， ntioii 疆 ■ 霞灘 f 厘 6 




sun 




■ 墨 ■ 麗 ■ 漏 漏 ia 疆漏麗 麗醫疆 疆麗隱 艟耋塵 d 纏薦匿 麗國麗 ■ 麗 o 

iiirammmnifiiiaaaaBaDonH 






(D 6 段 編みます。 

®3 目の ゥッシ を、 2 本 使います 0 —方の 

ゥッシ で 3 目 1 度に 取り、 もう一 方の ゥ 

ッシ で、 » りの 3 目 も 1 度に 取ります。 

(18125) 

(3) 交さ させて、 あき 針に かけ、 （W126 卜 
(W127) « 目 を ベラのう しろへ ずらし 

て、 6 段 W みます。 



® これ をく り 返して、 3 换棣 (18K) 織んだ 
ら、 なわ fti の 内側 を、 1 目ず つ 15 目に な 
おします （裏目に なおす 方法 は、 次の ゴム ftl 



をお 照して ください 



『罾 



:10. ゴ 厶 



く 本 機 キヤ リジ > メ リ ヤス 編と 问 じに セッ ト します。 







例： 1 目 ゴム 榻 







セレク 
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① ゴム 《 は、 メリ ヤス 編より、 編 目 * 節 ダイ ァ 
ルを 1 目盛 小さく します。 

② ゴム 》 する 段 数 だけ メ リ ヤス aj をし ます。 右 

から 3 • 5 • 7 の 針 を、 D 位 H に 出し、 进針 

します o 

③ D 位置に ある メ リ ヤス 針 を、 一本 B 位置に も 

どして、 aa 目 を はずし、 ゴム ia する 段の 少し 
上まで ほどきます o 

④ ゴム W する— 番下の 《H に、 タメ ビを 整し 込 

み、 （KM29) « 目 を さらに この 狭まで ほどき 
@) ます。 

«タ ツビ を 《 地の 向う側に 出し、 線 目 を ベラの 
うしろに ずらして、 フックに その上の 段の 撖 
糸 を かけます。 （図 130) 

® タプビ を 手前に 引けば、 ベラが 閉じて 桷糸は 

(31) フックに 閉じ こめられ、 ベラのう しろに あつ 

た ffl 目が すべりおちて、 1 目 編めます 0 

(図 131) 

これ をく り 返して、 上まで 編みます 0 

⑦ 最後 は 福 目をタ ブ ビの ベラのう し ろに ずら 
し、 タプビ の フック を メリ ヤス 針の フックに 
@ かけて、 设 後の 段の 編 目をメ リ ヤス 針へ 移し 

ます o (0132) 




QUQU 



瞧 



SRS n 。龜邏 
(□uonaii 

ooauou 
□iiaiiQii 

aoausu 

auaiicn 

Buaasa 

auBtiau 

auausai 
ooaaaai 



コ 



~5^« み 方の いろいろ 一 



1 K ガーター 編 (タ プ ビを 使います） 1 

く 本 機 キヤ リジ > メ リ ヤス 鐳と 同じに セッ ト します。 
ぐ 自 動 横様 aa> チェンジ レバ— b 




nnoiiaaunnnniii 



asaaaaQoaaasED 
iinnnnminniinna 



aniiiiaiiuiiuana 

sasBaaaaBaaa 
mmmm 

□□OBpaDQaoBao 
nniiiinniiiiii 

□aasaaBsaaocaa 

ii 

manDODEiaanaaD 画 



⑩ 




S)2K« みます。 



:'、 ベラ を 開きます 



o 



⑧ タグ ビで、 1 目 全段 を爽 目に なおします。 



"(^をく り 返します, 



0 



12, 裏目 表 目の 地模搛 （タケ ビを 使います） 

< 本 機 キヤ リジ〉 メ リ ヤス »と树 じに セプ ト します 0 
ぐ 自動 横様 網 器 > チェンジ レバー B 



例： 2 目 2 目の 地 横様 



セレク ト ダイ アル 
8 



unaanuaauiiaBiB 
unaannasnaasm 
sauusaausauum 
□auaasnDcauuLi 



unasuua 
naanno 
uaoaa 
uusaa 
□□una 
nuasnno 
=auucaaa 

BSDOQCU 

m 




11 10 




SODQ 

□nun 
aaaa 
naaa 
aonu 

OUOD 

□DDH 
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① 1段» みます。 

^ 1 • 2 • 3 • 4 • 5 • 6 の 針 を、 D 位置に 出し 
て 逸 針し ます。 

③ D 位置に 出て いる 針 を、 C 位 粗まで 下げ、 糸口 
より はずして フプク にかけ、 （13138) そのまま 1 
度、 フ プ クを シン 力の 位置まで 下げます 0 
(必ず フックの 中に、 糸が 入って いる こと） 



1： 2 段 編みます 0 

② 右から、 3 , 4 • 7 • 8 を D 位 H に 出して、 逸 針し 

ます o 

( 3 )D 位置の 針 を、 2 段 爽 目に タ ツビで なおします。 

(«136) 

13- ト' ライブ 編 

< 本樓 キヤ リジ〉 メ リ ヤス 編と 同じに セ' ノ ト します 0 
ぐ自 W 模様 編お〉 チェンジ レバー B 




* ノ、' ャ" 
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一 5. 編み 方の いろいろ 一 




④ 糸 端の ない 方の 針から、 1 本ず つ A 位置に 押し も 

どし ます。 



(D キヤ リジを 1 操作し ます o ^ 

® A 位置に 押し もどした 針 を、 しずかに B 位置に 出 
します (片手で 編 地 を 《 く 引 くん 

をく り 返します C 



格子 (こうし） じ ま 模様 編 

く 本 《1 キヤ リジ〉 メ リ ヤス ffi と 同じに セブ ト します o 




量 'uipu 環， uum 
■■(•i^ijAiuuui i in 
ncoiilfiuriiiiim 

》 < '》 *^ *^<*Z 4 *^ 4 *メ *:< * ぶ， TB 

丄" ま, — し" " " " 4* 

QOfUOUIIUIlIirD 



X 



K 色 # 



ご' n 疆， uiHid— 
ur^ijg 麗 -uiliii 重く' 

0'^11疆謹1纖1漏|^1暨1麗ミ<1議量11£1»，01111£| 

u，r«uiiuuni 薦 ■ 通 Ill 邏匿舊 l，D 

。* ン匿 舊 ■ 麗疆 BH*:*flll 疆重 III 眉 【塵130 

tie iiiiiiiiiiuuoaauiiiiuaa 
mmmmmiDmEDDaaaaaoDDa 



麗^ ^纖重 111 遍 ■ 靂 u 謹 簾 i 議 
i^ruirinminn 
loiiiBiiiiimria 
loiiniiuuuna 
i^UQUunnnn 
屬 oni 麗 Ulll 麗 i 量 ■ 靈 
麗>>|國1，1漏1，1羅1 麗 II 



⑩ 




縱に « み 込む 配色 糸 は、 編 み 込み だけ 

の 約 6 倍に、 それぞれ 切って おき ま 

す o 

(DKCiK 号の メ リ ヤス 針 を、 C 位 K に 
出し、 フックに R 色糸 を かけて、 A 

に 押し もどします。 {^*142) 



A 位置の 針 は、 《 めない 

B 位 鼠の 針 は、 編 める。 



！ 



③配& 糸の かかって いる a 位 ia の 

を、 しずかに C 位 E に 出し、 
じょうに 編み、 A 位 蹬に柙 しも どし 

ます o をく り 返して、 縱じま 

を 編み、 （'ゲ 



t. 




擠じま は、 配色 糸に かえて、 

15* 添 (そえ) 糸 編 



o 




{ 



1 本！ 

毛糸 1 本/ 



！ 



ftd 色糸 
夾地糸 

7 



地 糸と 糸 を、 いっしょに 編み、 地 糸の I： に rtd 色糸が', r (なって、 メリ ヤス 編に 
なります が、 配色 糸 は^に、 地 糸は爽 に 出て、 お? j が 色ち がいになります。 
fttiCi 糸に、 変わった 素材 を 使う と、 おもしろい 《 地が できます 0 

に… '"'""…一 

； «: ！ 

： ： 

く 本 《 キヤ リジ> メ リ ヤス 鶴と w じに セプ ト します。 

(D 地 糸 は、 ォ一 ト テン シ w ン から 糸口 に 通し ま 
す。 

②配 色糸 は、 機械の 手前に おきます。 
⑧ 進行 方向 右の 場合 は、 配色 糸 

を 1 3 ffl ，の 添 ポ 編 ボ 
卩に 入れ、 さらに 糸 案内の * いぶに かけ、 手で 

S 節しながら、 地 糸と いっしょに 編みます。 

(図" 5) 

④ 進行 方向 左の 場合 は、 配色 糸 を、 左側の 添 糸 編 
糸口に 入れ、 さらに 糸 案内の カギ 形のと ころに 
かけ、 地 糸と いっしょに 編みます。 （即46) 
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—5. 禱み 方の いろいろ 一 
⑤ 配色 糸 は、 1 段 編む ごとに、 左右の 糸 案内に かけかえながら 編みます。 

コ-ド 》 

ぐ 本 • キヤ リジ > 

カム レバー 左右 どちら か を I 

ラ ッ セル ボタン 左右と も 下 一 

ビ ッ ク レバ一 白 



ヒモの 太 さに 応じて、 2 目から 5 目ぐ らいまでの 好みの 
目 ft で » みます。 HH47) 





】■ メリ ヤス 針が 破損 （はそん） し 
たら 

編 地が 搀械 にかかった ままで も、 取り 
かえる ことができます 0 

0) ミ ゾ 板の F 前 I 人】 側に 入って いる 針ぬ 

き捧 を、 左右い ずれ かにぬ き 出し ま 

す。 

2、 取り かえる メリ ヤス》 | 'は、 ofrin.i: 
で 出して、 バッ トを つまみ あけて、 
シャンクの あと はし を、 ミゾ 板より 
上に 出し、 あとい つばい に 押し もど 

すと はずれます 0 (V/KU9; 

をつ まんで、 フックから 先に、 前と 
逆の W 序で 入れ、 次に 針ぬ き 梓 を 押 

し 込みます。 

え 間遠え て 編ん たら 

糸 u より^ 糸 を はずし、 編み 終わりの 
糸 を、 桉械と 平行に 引きながら、 手 を 
斜め 向う に ベラ を ひらく ように 引つ ば 

40 







ー6« もし …一 なら、 どうしょう一 

ります と、 ほどけます。 （^真 150) 
fiH しく 編んだ 段まで ほどきます） 

5. 編んで いる 途中で キヤ リジ 



が 



なくなったら 



(キヤ 9 ジを 無理に 動かす と、 ミゾ板 を 痛 
めます） 



一 ムナ' ノ トを ゆるめ、 アーム を 取 
り はずします。 （^真 は 1) 
® キヤ リ ジの手 舫を暢 く 持ち あげて、 
もとの 位 H に もどします。 （9 真 は 2) 

このと き、 次の ことに f におして くだ 



P どこかに からんで いるか。 
ンシ ，ンの 糸の 通しが、 llflifi; つてい 

ないか • 

(^糸の 結び目が 大きす ぎない か。 
想いと ころ をな おしてから、 編 目 を ほ 

どきます o 

4. 目が 落ちたら 



1 段のと き 



B の ゥッシ を、 落ちた 編 目の 1 段 
下の » 目に 通し、 ft 後の 段の 桷 糸と 

いっしょに、 メリ ヤス 針の フックへ 
かけます。 (H153J 
②メ リ ヤス 針 を 前に 出して、 
を ベラのう しろに ずらし、 
の 横糸 を、 フックの 中に 残します o 
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メ リ ヤス 針の バッ トを、 ゆび 先で 押し もどし 
ますと、 



ベラのう しろの が、 フック からすべ 
ちて、 歧 後の 段の 編 H がで きます 0 



のとき 



1 お 地の^う 焖か ん、 タ ッ ビ で^ち B の 2〜3 

秧 下の aaii をす くい、 (wi57j タツ ビを 入れ 

た H まで ほどきます 0 



ツビ を 手 抑に 出し、 すくった IUH を ベラの 
うしろに ずらして、 その上の 段の 横糸 を、 フ 

r ク にかけ ます 0 



③タプ ビを 引けば ベラが 閉じ、 楝 糸はフ ックの 
中に 閉じ こめられ、 （BU59) ベラのう しろに 
あった 編 目が できます。 



一 42 一 



—^もし "-… なら、 どうしょう 一 



編 地の はしで、 糸が たるんだら 




これ をく り 返して、 一番 上の 段まで 編みます 0 



は、 す こ し 強く 引いて、 タ ッ ビを 

はずし、 手前から その S を タケ ビで 拾って、 

メ リ ヤス 針に かけます。 (mm) 




ナン 'ン， ン から 糸が はずれて いない か、 チン' ン， ンに 糸が 正しく 通 つてい るか 

湖べ てくだ さい 0 



どんなよ い 機械で も、 油気がなかったり、 手入れ をよ くしない と、 おく 
使えません。 

^機 も、 長い間 調子よ く 使うた めに は、 手入れと 注油が たいせつです。 



L 使った あとの 手入れ 

を お使いに なった あと は、 毛糸 
のクヅ 力' * ついています； ^ら、 ブラシ 

で 払い落として ください o (写 真16^ 




A 油 布て、 塗装 以外の 金 W の? fli 分 をよ 
く ふいて、 よごれ を 落として くださ 



o 



塗装の 部分 は、 せっけん 水 をつ けた 
布で よごれ を ふきとって ください。 
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一 7. a« の 手入れと 保存 一 

え 注油 

(D レール " , 

キヤ リジ パイプが はまって いると こ 
ろです から、 ミゾ 板の 後方に ある レ 
一 ルの凸 部个. 体に 注油し てくだ さ 

^ 、o 

® ミ ゾ 板の 針ミ ゾ 

メ リ ヤス 針の パプ ト がすり 動きます 

ので、 油 免 を きらせな いでく ださ 

い。 （^真 164» 

® キヤ リ ジ の] R ' I 

キヤ リジ の爽の カム は、 どの ISi 所 も 
メリ ヤス 針が すり 勅き ますので、 写 
1T の^ 練の 邡 分に 注油し てくだ さ 

い。 




ムは、 メ リ ヤス 針 



の パプ ト がすり 動きます ので、 写真 
の 点 « の 《 分に 注油して ください。 



3. 編 機の 保存 法 



① よく 手入れ をして、 湿贫 のな、 
に 保存して ください 0 



② 長く 保存して いた 機械 を 使用 するとき は、 

糸で 20〜30 段 編んで から、 製品 を 編んで ください o 
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ふいて、 古毛 



手 編 機 編 • 棒 針 編の 記号 



S 号 K 号 0 解 名称 C 意 裏 



-3 




9 B 

メリ ヤス 編め 表 B 





裏 S 

メ リ ヤス 編め «g 



,5 
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右上 2S — * 

fi め ルー ブが左 の ループの | 
上に * なり， 一 M に 編 «: 
Uif:»\\ 

左上 2S —度 

I 左め ループが 右め ル―ブ の| 
上に * なリ， 一 《 に 《« さ, 
れた 《11 



中 上 38— « 

« 中の ループが 一壽 上に な 
り， 左右の ループが 下に 截 
て， — M に 編 れた 




上 30 —度 

右の ループが 一壽 上に な,) ■ 
« 中の ループが 下に 盧 なつ 
て, — M に 編 « 秦れた 韉| 




称 ど 》 « 





■ 8 





10 



M 



き 上 3d —度 

I 左の^ ーブ が— 壽上 にな ひ 

中お の ループ か T に H なク 
て • "M に 《(* された 《|| 



右 * セ B 

w し n または に 

9, 右に tt い 





£S セ B 

はし11*たは《らし8にょ 
'し ffl 次/ ノ に 《 いた 編 B 



M8 



1 19 



1-20 



t-21 
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右權シ S 

兮 の の 左下め ル 
—ブ が， 5IJ: ゥ ている «El 



左 增シ目 

おせ a ^め H* の 右 下め ル 
一 ブが， づ I 上って いる «ij 




|»出 シ 《 シ目 

つめ ループから s ネの s 

だけ 《 出した BJJ 
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右上 交 * 

右の ループが 上に なって ま 
« している 《g 



左上 5E» 

左の ループが 上に なって 交 
K している 《H 





I スぺ リ B 

Ra: された & 下 K の ル一ブ 

の A が 51 上ゥて • 榻糸 がそ 

の ループの わたって い 

る «LI 



9 キ B 

K'r; された fi 下 はの ループ I 

の A が 31 上って， 《糸 がそ 

め ル―ブ の «t わたって い 

る 





»1 上ゲ B 

»示* れた各 « の ループ を 
IUj て， JftBlffi の ル一ブ ^ 
—«» に 編成され た 観 0 




6»メ《1 上ゲ B 

K'ji された * ほの ループ 

お 《 めに さ I 上げ， ftmin め l 
"プと w に m 成された 



ル 

Mil 



メ 51 上ゲ S 

ノ i' バ？ れた 各 はの ループ を I 
ふ: 《 めに りに 1:げ， jftinffi の I 
も— ブ i Wi に 《i« されな 
WII 





»ジ リシ 上ゲ S 

お^された tt'F ひめ ループ | 
がね じられ て， リ| 上げられ 
た 

ネジリ S 

わじって 《 成された wii 



» キ B 




を & いて ルー ブ i した 



tll« 




カケ S 

» せ H または かけ B によ リ 
できた '八' の ft 示 



シ ノレ ノく 一 



紹介 




12. 000 



S K 一 に は、 シルバーり ブニッ ター を 取 1 ) つけ 

よって、 ffllff の 編物 を 行なう ことができます • 

ゃリ ブニッ ターの 特微 



☆ mm に 多くの 変化 を 出せ る 6 抆« り «« 
t: i'iiWj 的に ベラ ヌ キが でさ るセッ ト レバー 方式 

☆ 本« だけで も » める ト' 口 ッ ブ レバー «E 
な 針 合わせが 筒舉 にで き る 半 ピッチ レバー 



、 その コンビネーションに 





； シルバー » 台 ： Y. 

でき る flf たたみ 式 スチール « です, 




： ビニール カバー ； ¥,200 ( 込 料' お? 



： シ ルバ一 



y.4oo (rm-m) 

穴 あき . « 込 «；»な どの ゆ！ > 
ぼ に 多 く のお を 《 作す もこ 
と がで * t す， 



； 毛糸 湯の し 器； y , 200 r^vm) 



ボ— 9 ブル タ ィ ブの S K — に 湘 の 

と きな ど 使 利です。 



みおし の C; 糸が W) 単に で 

きます- 



—— 47 



i V.100 (Sn^ff) 




一 編物 研究会 



5^ 



入会のお すすめ/ 



シルバー 《w では、 《 物 技術の^ I： を 
はかり、 すぐれた 製品が 《 み 出せる よ 

全 闳 的に かつば つな 活動 を 行なって お 

ります ^ «物 に W 味 をお もちの 方 は、 

どなたでも 会員に なれます から、 どう 
ぞ、 ふるって ご 人 会く ださい。 



❖ 入会の 方法 

f t 問 会 weoopj を as えて、 シルバー « 
？勿 研究会 総 本 et、 または 地区 *»、 代 
巧 店、 教室、 k 允 店へ お 中し 込みく だ 




々。• 1 



❖ 会 貝の 特典 

① 典し い WWJS* r 女性 ルーム j 

が ftfrtK 布され ま す。 
(D 会 MliE と パッチが わた さ れ 
* す， 



"7T^9 ン ショウ、 

会な どに、 無料 または 
割引で 多 加で さ ま す， 
④ 講師の ^定を 受ける 癸 格が 
i さられます。 



m^T~fo シルバー 編物 研究会 総 本部 S5H: 6 ^】 
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シルバー 《 機 SK-102 型 使用 明 害 © 

37 率 

37 年 3 n 

P 麟喜作 

シルバー 《搲^ ^株式会社 
東 ま IE 小 乎 本町 I 丁 地 

株式会社 岩 m 印 刷 所 



a 



本書の 内容 は 一切 

転載 を 禁じます。 



印 






免 


行 






5ft 行 


* 




5E 行 






印 V9 


m 



国 シルバー 編 機に ついては、 本社お よび 全国の 営業所、 共販会社、 代 
■ 堙店 にご 相^く ださい。 

r シルバー 編 機 製造 株式会社 （* 京 IW 、平 市 ft^IHTHSU おお 10423) 2- 2391 (代） 

j シルバー 編 機 販売 株式会社 （來汆 》 折 IS 区 新？ S 2 丁目 SO) IttaS (351) 1106^9 
t シ メレ ノく ー钃物 研究会 （東 折 ffl 区 折お 2 丁目 50) (351) 1106〜9 

[ i 販売 会社 業 所 | 

仙 台 営業所 （仙 台 市 二日 町 1 番地の 3) «tt ( 2 ) 3961 

L 名 古 * « 業 所 （《 古 M 市中 村 ぼ 小鳥 iI50) «M (55) 0206 

福 岡 常 業 所 （WW 市 下名 ft 町 55 の 1»B ビル〉 霄ぉ （ 75 〉 73 <M 



北海 進 シルバー 繊《 共 W«E 式 会社 （礼 《 市 北一 条 H9 丁 B) (4) 3494 

M 東 シルバー 編 機 共 16 株式会社 （*«»Wffl 区番衆 HI 2 ?) 1KM- (341) 4810-4779 
M 西 シルバー 編 《«R 売 株式会社 （人 E 市 B 区 W 中通り 1 の 11) «tt±tt«(441)^ 
シルバー 編 《 九州 共 R5 株式会社 <WWWK« 市 山/井 2ぉ） TUMJiUft 156 



： 研究会 総本郎 • 地区 本 》 ： 



(來 《OWfil 区 《N8 2 丁目 50) 
(♦LWtrti 北一 *«9 丁 g) 
(仙 flHi 二 H 町 1 » 地の 3) 
(名 古 》 市中 村 区 小 A 町 50) 
(人 K'hftKW 中通り 1 の 1U 



(351) 1106-9 
( 4 ) 3494 
( 2 ) 3961 
^お (55) 0206 



(toffl 市 下名 ft 町 55 の 1 梅 W ビル） (75) 7304 




おお B ぉゼ B 

ま s AO is き 

本 fc. 

お ヌ 本本 本本 



金 



道 



北部 西 州 



研 北 束 中 M 九 



